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１．はじめに１．はじめに１．はじめに１．はじめに

近年、既存の社会資本ストックを長期に渡り有効活用することを目的として、維持管理の重要性が増大し

てきている。現在利用されている重要な社会資本である橋梁に対しても、その劣化現象により破壊した場合

の危険性や、社会生活に及ぼす影響を考えた場合、あるいは今後建設される新設橋をも含めた膨大な数の橋

梁を健全な状態に維持していくためには、劣化による破壊を防止するための適切な維持管理を行い延命化を

図ることが重要である。

　また、建設省が中心となって完成を目指している建設ＣＡＬＳにおいては、1996年にスタートし、現在で

はアクションプログラムのフェイズ2まで進んでおり、今後は更に設計情報との連携、３次元データモデルの

生成など、建設ＣＡＬＳへ対応するためのシステム開発が急速に膨れ上がることが予想される。

　筆者らはこのような２つの課題を解決するために、建設ＣＡＬＳの流れの中で橋梁の維持管理を効率的に

支援するシステムの共同開発を進めている。

　本システムは、特に吊り橋や斜張橋などの長大橋といった、極めて部材数も多く複雑な構造物に対して、

部材ごとの劣化状況や補修履歴などを３次元データモデルの中で一元的に管理し、容易に構造を確認できる

と共に現状の正確な把握を可能とし、対応策の急速な立案を支援することにより恒久的な橋梁保全に資する

ことを目的としている。

２．システム構築の目標２．システム構築の目標２．システム構築の目標２．システム構築の目標

　長大橋においては、部材数が多く個々の部材配置も複雑に構成されていることから、適切な維持管理を実

施していくためには、まず構造自体を正確に把握する必要がある。

　またそれらの個々の部材に対して、損傷の程度や劣化の進行状態を容易に把握でき、橋梁の構成部材の配

置状況や役割を確認できれば、具体的な対策を速やかに施すことが可能となる。

　さらに不慮の災害発生時に於いても、損傷が発生している部材を正確に把握することにより、損傷が進行

した場合の橋梁全体への影響を想定でき、迅速に対策工選定が可能となる。（図－１参照）

図－１　システム開発目的図－１　システム開発目的図－１　システム開発目的図－１　システム開発目的
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情報の一元化

本システム

【各種関連情報】
 ①各点検データ
 ②構造情報データ
 ③２次元図面データ　等

３次元データを利用
↓

構造体を分かり易く表示
↓

容易な情報の検索・確認

維持管理の
効率化を支援
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そこで、本システムは橋梁構造全体を３次元データモデルとし

て立体的に扱い、維持管理（構造情報・図面・写真・損傷状況・

・ 補修履歴など）に関する情報を各部材やブロックごとに一元的

に管理することにより、橋梁を構成する部材配置や、それらの各

部材に発生している損傷や劣化状況をパソコン上で容易に把握、

確認できることを目指して開発を進めた。

３．本システムの概要３．本システムの概要３．本システムの概要３．本システムの概要

　本システムは、Windowsで稼働する市販の３次元ＣＡＤとデー

タベースソフトをベースにして構築されている。３次元情報とな

る橋梁構造データは、本システム専用の入力システムを利用して

容易に生成することができる。

　ここで生成された「３次元橋梁構造データ」中の各部材やブロ

ックは、「橋梁総括情報」および「部材別損傷情報」とリンク付け　　　表－１　システム保存情報項目表－１　システム保存情報項目表－１　システム保存情報項目表－１　システム保存情報項目

されている。（表－１参照）

　以下図－２より、具体的な本システムの画面構成を紹介する。

図－２　本システム画面構成図－２　本システム画面構成図－２　本システム画面構成図－２　本システム画面構成

４．おわりに４．おわりに４．おわりに４．おわりに

　今年度より、北海道内に架かる長大橋の維持管理に対して、本システムの試行的運用を開始している。

その結果として、

　①複雑な長大橋の構造細部が容易に確認できる。

　②構造細部に発生している損傷を容易に把握できるとともに、必要な情報の確認ができる。

これにより、現橋の正確な把握が容易になり、維持管理業務に対して支援可能なシステムの一つであること

が確認できた。今後は、更なるデータの整備を行いシステムの充実を図って行く予定である。

橋梁総括情報
内　容

部材別損傷情報

④推測される影響

⑤対応

⑥補修履歴

⑦損傷写真

⑤現橋写真データ

①損傷種別

②損傷ランク

③損傷主原因

①道路基本データ

②各点検データ

③構造情報データ

④２次元図面データ

○○橋情報○○橋情報○○橋情報○○橋情報

< 戻る道路基本ﾃﾞｰﾀ 構造情報ﾃﾞｰﾀ 現況写真ﾃﾞｰﾀ 図面ﾃﾞｰﾀ

○○橋情報○○橋情報○○橋情報○○橋情報
○○橋情報○○橋情報○○橋情報○○橋情報

○○橋情報○○橋情報○○橋情報○○橋情報
○○橋情報○○橋情報○○橋情報○○橋情報

○○橋情報○○橋情報○○橋情報○○橋情報
○○橋情報○○橋情報○○橋情報○○橋情報

○○橋情報○○橋情報○○橋情報○○橋情報

< 戻る道路基本ﾃﾞｰﾀ 構造情報ﾃﾞｰﾀ 現況写真ﾃﾞｰﾀ 図面ﾃﾞｰﾀ

○○橋情報○○橋情報○○橋情報○○橋情報

< 戻る道路基本ﾃﾞｰﾀ 構造情報ﾃﾞｰﾀ 現況写真ﾃﾞｰﾀ 図面ﾃﾞｰﾀ

○○橋情報○○橋情報○○橋情報○○橋情報

< 戻る道路基本ﾃﾞｰﾀ 構造情報ﾃﾞｰﾀ 現況写真ﾃﾞｰﾀ 図面ﾃﾞｰﾀ

○○橋情報○○橋情報○○橋情報○○橋情報

Ｇ３桁（外桁）腹板の塗装劣化損傷種別

Ⅲ損傷ランク

漏水　等主な原因

局部的な断面欠損による応力超過等推測される影響

再塗装対応

無し補修履歴

損傷写真

< 戻る

２）構造情報データ画面

３）図面データ画面

１）定期点検データ画面

【全体骨組画面】 【補剛桁内部画面】

【補剛桁内部画面(拡大)】

【補剛桁内部損傷部画面】

【部材別損傷データ】
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